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【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  53/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  57/16     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｍ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   53/00     ５０８Ｄ
   Ａ０１Ｐ    7/02     　　　　
   Ａ０１Ｎ   57/16     １０１Ｚ
   Ａ０１Ｎ   25/00     １０２　
   Ａ０１Ｎ   25/10     　　　　
   Ａ０１Ｍ    1/20     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年11月20日(2017.11.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　‐フルメトリンである殺ダニ活性物質を０．１ないし５重量％
　‐脂肪族の枝分かれしていないＣ８‐Ｃ１２‐脂肪酸を含むグリセロールエステルまた
はプロピレングリコールエステルを５ないし２５重量％
　‐および任意選択的にさらなるアジュバントおよび添加物を含むポリ塩化ビニルマトリ
ックスに基づく固形成形品であって、該成形品が１から５ｍｍの厚さを有しかつ６～９ｍ
ｍの直径を有する開口部を含む前記の固形成形品。
【請求項２】
　前記グリセロールエステルまたはプロピレングリコールエステルの濃度が固形成形品の
全重量に基づき７～２５重量％である、請求項１に記載の固形成形品。
【請求項３】
　４～４５重量％の追加の可塑剤を含む、請求項１又は２に記載の固形成形品。
【請求項４】
　１０～４０重量％の追加の可塑剤を含む、請求項３に記載の固形成形品。
【請求項５】
　前記追加の可塑剤がアジピン酸エステルである、請求項３又は４に記載の固形成形品。
【請求項６】
　前記追加の可塑剤がアジピン酸ジ‐ｎ‐ブチルである、請求項５に記載の固形成形品。
【請求項７】
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　ジカプリル酸／ジカプリン酸プロピレングリコールを含む、請求項１～６の一項に記載
の固形成形品。
【請求項８】
　１０ないし１００の開口部を含む、請求項１～７の一項に記載の固形成形品。
【請求項９】
　請求項１～８の一項に記載の固形成形品を含む養蜂箱。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　本発明の固形成形品は、通常０．５から２０ｍｍ、好ましくは０．５ないし１０ｍｍ、
特に好ましくは１ないし５ｍｍ、非常に特別に好ましくは１ないし３ｍｍの物質厚さを有
する。
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